
第５回
福井市美山地区学校規模適正化協議会

令和７年４月１５日

美山公民館
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本日の議題
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02 令和７年度の体制について

01 再編の実施について

03 協議等のスケジュールについて



01 再編の実施について
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１ 要望書の提出（令和7年2月4日）

①令和８年度を目途に、小学校３校の再編を求める。
②再編に際し、以下のとおり実行するよう求める。
・現在の美山啓明小学校を活用すること。
・無償のスクールバスを運行すること。
・諸課題を検討するため、保護者や地域住民が参画する機会を十分設けること。
・小学校再編に係るスケジュールを速やかに示すこと。
・小学校再編後、小中一貫校への再編について議論を継続すること。
・保護者に経済的負担が生じないよう配慮すること。

２ 議会での質疑

３月市議会での今村議員の質問に対し、教育長は再編実施の方針を確認した。
・要望を受けて、令和８年４月に開校できるよう努めている。
・市としてスクールバスを運行したいと考えている。保護者の負担が無いようにしたい。
・美山地区学校規模適正化協議会や部会で、諸課題を協議する。

３ 新校のあり方について（案）

・新校については、下宇坂小、羽生小、美山啓明小の三校を継承する学校として設置する。
・既存校は跡地利用の自由度が高まるため、休校ではなく閉校としたい。
・現在休園中の小学校併設幼稚園も、併せて閉園としたい。



02 令和７年度の体制について
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令和７年度委員名簿

氏 名 団体・役職名 氏 名 団体・役職名

髙松 武法 美山地区自治会連合会長 奥田 幸雄 羽生小学校 校長

小林 利幸 下宇坂地区自治会長 尾崎 繭妙 羽生小学校 教頭

松田 博明 芦見地区自治会長 中嶋 信二 美山啓明小学校 校長

森下 一弥
下薬師町自治会長
（羽生地区）

笠松 宗展 美山啓明小学校 教頭

橋本 進 上味見地区自治会長 岡本 浩之 美山中学校 校長

小林 勝則 下味見地区自治会長 政實 伸也 美山中学校 教頭

林 雅樹 上宇坂地区自治会長 大須賀 孝周 下宇坂小学校PTA会長

井村 彰男 美山公民館 館長 宮越 えり子 羽生小学校PTA副会長

長谷川 容子 下宇坂小学校 校長 佐々木 高顕 美山啓明小学校PTA会長

林 みち子 下宇坂小学校 教頭 富田 里香
みやまこども園保護者会
役員

１ 委員構成について

• 各団体での役職の交代や学校
の人事異動に伴い、委員の変
更があります。

• 小学校再編後の小中一貫校へ
の議論継続を見据え、美山中
学校が加わります。



02 令和７年度の体制について
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２ 部会の設置について

• 協議事項が増大するため、部会
を設け、課題を分担して協議し
ていきたいと考えています。

• 部会の設置に当たり、保護者代
表の委員は現在各１名であり負
担が重くなるため、追加で部会
委員の選出を求めたいと考えて
います（兼任可）。

• 部会の構成及び課題の分担は、
右のようにしたいと考えていま
す。

• それぞれの課題は、令和６年度
に実施したアンケートに寄せら
れた保護者の意見や、学校運営
に必要と思われることを整理し
たものです。

総務部会 運営部会
通学方法（バスなど）
式典、記念事業
校名
校歌
校章・校旗
制服・体操服
児童館・児童クラブ
施設・備品

学校運営
カリキュラム
校訓
学校組織
学校行事
ＰＴＡ組織
小中一貫校（再編議論終了後）

部会 総務部会 運営部会
部会長 協議会会長 協議会副会長
地域代表 ３名 ３名

下宇坂小代表 １名 １名
羽生小代表 １名 １名

美山啓明小代表 １名 １名
美山中代表 １名 １名

下宇坂小保護者代表 １名（PTA役員） １名（PTA役員）
羽生小保護者代表 １名（PTA役員） １名（PTA役員）

美山啓明小保護者代表 １名（PTA役員） １名（PTA役員）
未就学児保護者代表 １名（保護者会役員） １名（保護者会役員）

事務局 学校教育課

部会の構成

課題の分担



＊＊ 課題 保護者の意見によるもの
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課題のうち、令和６年度に実施したアンケートで寄せられた意見によるものは以下のとおりで
す。 課題 内容

① 通学について
通学距離が長くなる。通学における保護者負担（送迎、通学費）が生じないようにスクールバスを用
意してほしい。路線バスの利用ではなく、各地区の安全な場所から学校敷地内まで運行してほしい。

② 立地場所（啓明小学校）
の問題点について

水害被害が生じる可能性がある。

駐車場が狭い。

グラウンドが狭い。

③ 制服について
体操服、制服を新たに用意するのか。既存のものを活用できるようにしてほしい。新品の場合は、補
助金を出してほしい。

④ 子どもの精神面について いじめなどへの精神面をケアしてほしい。

⑤ 児童館・児童クラブにつ
いて

小学校に隣接した場所に児童館を確保してほしい。離れた場所では、保護者への負担が生じる。

⑥ 各校の歴史について 統廃合により昔ながらの校風や地域の繋がりが薄れないようにしてほしい。

⑦ 学校行事について 学校行事はどうなるのか。

⑧ 小中一貫校について
小学校１校化後、小中一貫校を検討してほしい。美山中学校を使用する場合、手狭であるため改修工
事が必要。

⑨ 閉校後の扱いについて 閉校後の使用方法や維持管理の方法を考えてほしい。例えば、体育館や校庭で自由に遊べるように。



＊＊ 課題
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課題 詳細・選択肢等

校名 旧校名の継承、名称変更（再編と同時、再編後）、地域性・歴史性の反映、公募・投票等選考方法

校歌
旧校歌の継承（歌詞の一部）、歌詞のみ変更・新規作成（再編と同時・新小再編後）、地域性・歴史性の反
映、公募・投票等選考方法、作詞作曲の依頼方法

校章・校旗
新規作成（デザインコンセプトの検討）
各校のデザインを融合、児童・地域公募、デザイナー依頼

校訓
継承、新規作成、新小学校移行後の作成
児童・生徒・地域の声の反映、掲示用校訓の揮毫

式典・記念事業
・式典（教育委員会が主催）
・記念事業（記念誌の刊行、式典同日の懇親会・交流会等の実施等）
・記念事業の実施主体

学校運営 再編後の教育理念・特色、複式授業の調整、学齢簿等の管理

学校組織 学校運営の組織体制

ＰＴＡ組織 再編後のPTA体制、役員負担、会計の整理

施設整備 エアコン整備、無線LAN整備、校名・校章の掲示

備品整理 机・椅子、教科用備品、指導用教科書、ICT機器

その他以下のような課題があります。



03 協議のスケジュールについて
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１ スケジュール設定の前提条件について

（１）条例改正

・学校の場所や名称、校区等は「福井市学校設置条例」により定めているため、再編時は
条例改正が必要です。令和８年３月議会での改正を検討しています。

・条例を改正するには「福井市通学区域審議会」への諮問及び答申が必要です。
９月に諮問し、答申を受ける方向で検討しています。

（２）新入学児童への入学案内

・令和８年度に新１年生となる児童については、１０月中旬頃に就学時健康診断の通知を
お送りします。その中に、保護者が準備する物などの案内を同封するため、この時期ま
でに方針が定まっている必要があります。



03 協議のスケジュールについて
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２ スケジュール設定について

・スケジュールは、以下のように設定したいと考えています。
・スクールバスの運行に関することは、交通事業者との調整などに時間を要することから、
速やかに協議したいと考えています。
月 会議（予定） 議題

4～5月
協議会①
部会①

・各課題の確認（再編の目的、全体の進め方）
・部会の委員役割分担決定 ・部会にて各課題基本方針の検討、決定

総務部会：スクールバスの運行、校名等の扱い、式典の実施について、等
運営部会：学校運営方針、カリキュラム等

・協議の進捗状況について広報

6～7月
部会②
ワークショップ

協議会②

・部会にて各課題の議論を進める
総務部会：制服、体操服について基本方針決定
運営部会：学校行事について検討

・ワークショップ開催（例：どんな学校を目指すのか、各校の歴史・文化や特色・〇〇らしさ）
・協議の進捗状況について広報

8月
部会③・④
協議会②

・各議題の議論を深める

9月上旬
部会⑤・⑥
協議会③

・これまでの議論を総括する
・協議の進捗状況について広報
・保護者説明会の実施

10月
～1月

準備期間
・事務局及び学校で備品整理等の実施
・事務局は関係者と連携しながら式典準備

1月 協議会④ ・議案提出について報告 ・式典内容決定 ・新年度の協議について方針検討（小中一貫など）



＜参考＞スケジュール例（公募により校名等を決める場合）
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九頭竜中学校（令和８年度開校予定）の例

令和4年１１月 第１回検討委員会 校名選定の方法（公募の際の募集要項）決定

令和5年１２月 公募期間 （１２月中旬～１月中旬）

１月
中旬～下旬
第２回検討委員会

協議事項①公募結果の報告
②決定方法が投票の場合、地区住民投票要項の検討

２月
（地区住民投票期間）
中旬
第３回検討委員会

（２月上旬の１０日間前後）
協議事項①校名投票結果の報告

 ②校名最終案の選定

・校名 令和４年度に校名検討委員会で公募

・校歌 令和６年度に開校準備委員会で公募

令和6年４～９月 校歌作成の方向性決定、作曲家・作詞家の選定、依頼

10月～令和7年６月 校歌フレーズ案のアンケート実施、校歌案について関係機関と調整

・校章 令和６年度に開校準備委員会で公募

令和6年４～11月 校章案の検討、公募、公募案からの絞り込み（部会、地域の学生）、デザイナーによる調整

11月～令和7年3月 デザイナーによる調整、最終案について委員会で投票し選定
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